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症例 65歳男性
【主訴】
下腿浮腫
【現病歴】
元々はADL⾃⽴の65歳男性、受診の１週間ほど前から下肢浮腫の増悪
を認め、当院受診、低アルブミン⾎症、⾼度蛋⽩尿を認めた。他院に
相談するも、⾞椅⼦移乗程度のADLに低下しており腎⽣検の適応はな
いとの判断で当院⼊院となった。
【既往歴】
⾮⾻傷性頸髄損傷



【常⽤薬】
メコバラミン 500μg 3錠分３
プレガバリン25μg 4錠分４
【⽣活歴】
独居、脊髄損傷あるも⼊院前はADL⾃⽴
【バイタルサイン】
体温 36.2度、⾎圧124/78mmHg、脈拍80回/分、SpO2 94% room air
下肢浮腫著明、他⾝体所⾒に特記所⾒なし
体重は⼊院前67kg、来院時は77kg



[⽣化学]
AST 51 IU/L
ALT 27 IU/L
ALP 98 IU/L
CK 30 IU/L
LDH 326 IU/L
Γ-GTP 28 IU/L
T-Bil 0.5 mg/dL
総蛋⽩ 4.4 g/dl
ALB 1.0 g/dl
BUN 44.3 mg/dL
Cre 1.06 mg/dL
eGFR 55.6 ml/min
Na 136 mEq/L
K 5.5 mEq/L
Cl 100 mEq/L
Ca 10.0 mg/dL
CRP 3.33 mg/dL

[尿検査]
⽐重 1.036
pH 5.5
沈渣RBC 5-9 HPF
沈渣WBC 10-19 mg/g.cr

[CBC]

⽩⾎球数 880 ×102/μL

好中球 57.7 %

単球 8.7 %

リンパ球 23.6 %
好酸球 9.6 %
好塩基球 0.6 %

⾚⾎球数 433 ×104/μL

Hb 13.4 g/dL
Ht 40.8 %
MCV 94.2 fl

⾎⼩板数 23.4 ×104/μL

⾎液・尿検査所⾒



その他 ⾎液・尿検査所⾒
• 24時間蓄尿蛋⽩量 9.2g
• Selectivity Index 0.02 ⾼選択性
• HBs抗原抗体陰性、HCV抗体陰性
• 抗核抗体、PR3-ANCA、MPO-ANCA、クリオグロブリン陰性、
• ⾎清蛋⽩電気泳動 Mピークなし



⼊院時画像所⾒
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＋ARB、SGLT-2阻害薬
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＋ARB、SGLT-2阻害薬



ネフローゼ症候群

エビデンスに基づくネフローゼ症候群診療ガイドライン2020



エビデンスに基づくネフローゼ症候群診療ガイドライン2020

治療効果判定と治療反応による分類



→本症例では腎⽣検未施⾏
エビデンスに基づくネフローゼ症候群診療ガイドライン2020



エビデンスに基づくネフローゼ症候群診療ガイドライン2020



蛋⽩尿に対するARB、SGLT-2阻害薬

⽇本腎臓学会 CKD 治療における SGLT2 阻害薬の適正使⽤に関する recommendation
CKD診療ガイド2024



ネフローゼと利尿薬

・ループ利尿薬にはNa利尿閾値が存在、
閾値を超えなければ効かない
→⼗分量の投与が必要

・腎機能正常者と腎不全患者では必要量
が異なる
→より⾼容量が必要

medicina 2024,4、medicina 2023,7参照



ネフローゼと利尿薬
CKD患者では
• 原尿の減少により作⽤部位に到達する利尿薬の量が減少
• 尿毒症物質によって近位尿細管での利尿薬の分泌が阻害
低アルブミン患者（ネフローゼ症候群）では
• ALBと結合して腎臓に運ばれる利尿薬が減少 本症例では

ラシックス
60mgで著効

medicina 2024,4、medicina 2023,7参照
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•質問①
⾃施設で腎⽣検を⾏っているかどうか
腎⽣検を⾏っていない場合に、どこの病院に紹介すること
が多いか

•質問②
他院で腎⽣検適応がないと判断された場合に⾃施設でステ
ロイド導⼊を⾏うかどうか


